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   A 52-year-old, healthy looking woman was referred for further evaluation of left renal mass. 
She had had a history of hematuria for ten years. Admission laboratory studies were within normal 
limits except for slight elevation of white blood cell count, c-reactive protein, blood sedimentation 
rate and immunosuppressive acidic protein. Retrograde pyelography demonstrated a large mass 
with ringed calcification in the middle lobe of the left kidney. The multiloculated mass was also 
confirmed by computed tomography and ultrasonography. Selective left renal arteriography showed 
stretched arteries and irregularity and tortuosity of the smaller vessels. Under a presumptive 
diagnosis of multilocular cystic nephroma or renal cell carcinoma, left radical nephrectomy was 
performed. In surgical specimen, many lobules were filled with serous fluid and clotted blood. 
Microscopic examination revealed that the lining of the cyst wall consisted of renal cell carcinoma 
cell. At present, 5 months after the operation, she is well without any signs or symptoms of 
recurrence. 
                                                (Acta Urol. Jpn. 34: 2161-2165, 1988)






断 に 苦 慮す る場 合や 診 断 を誤 る場合 さ えあ る こ とが報
告 され てい るi-4).
今 回,わ れ わ れ は,多 房 性 嚢胞 像 を呈 し画 像診 断
上,多 房 性 腎 嚢胞(muhilocularcysticncphroma;
MLCN)と の鑑 別 を 要 し た 腎 細 胞癌 症 例 を経 験 した
ので 若 干 の文 献 的考 察 を加 え て報 告 す る.
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症 例
患者:52歳,女 性,生 命保 険 外 交 員
初 診11987年6月22日
主 訴:全 身 倦怠 感
既 往歴:1982年お よび1984年に 胃潰 瘍 に てそ れ ぞれ
数 ヵ月 間 の外来 内服 治療 を 受 けた.
家 族歴:母 親 が良性 腎 硬 化症 に て降 圧 剤 を投 与 され
てい る.
現 病 歴1】976年全 身倦 怠 感 にて 某医 受 診 し,血 尿,
蛋 白尿 を指 摘 され,以 後 も定期 検 診時 に は血 尿 を 指摘
され続 け たが放1し て い た。1981年胃潰 瘍 治療 時 に も
血 尿 を 指摘 され,KUB,IVP,CTに て左 腎 に 多数
の嚢 胞 と一 部 の石 灰 化 が 確 認 され,AGを 勧 め られ
たが 拒否 し,そ の後 放置 して いた.1987年4月ごろ よ
り食 欲不 振,全 身 倦 怠 感が増 強 し,検 診 セ ンタ ーに て
胃透 視 検査 を 受 けた とこ ろ,左 腎 に よる 胃の圧 迫 像を
指 摘 され た と して当 科初 診 とな った.
現 症 身長152cm,体重53kg,頭胸 部に 理 学 的異
常所 見 な し,腹 部 は 全体 に 膨 隆 し,左 腎 下極 を 触 知す
る も右 腎,肝,脾 は触 知 せ ず,左 腎 は表 面平 滑で 呼 吸
性 移 動 あ り,波 動,圧 痛 な し.膀 胱 部に 異常 な し
入 院 時 検査 成 績=血 液;赤 血球524×10^/mm3.白
血 球12,400/mm3,血色 素14.19/dLヘマ トク リ ノ ト




7.Omg/d】,空腹 時血 糖90mg/dl,総コ レス テ ロー ル
324mg/cll,赤沈57mm!h,CRP3(+),CEA2.7
ng/ml,a-AG175mg/dl,IAP900ug/ml,AFP10
ng/ml,尿;蛋白(±),糖(一),沈 渣;赤 血 球5～
10/hpf,白血 球2～3/hpf,細菌/-),細 菌 培 養;陰
性,細 胞 診;陰 性,尿 中NAG:2.3U/L,PSP:15
分値20%,Ccr:691/day
画 豫 診 断:胸 部単純 写真 上異 常 陰影 な く,排 泄 性腎
孟造影 で は左 腎 は造影 され なか った,逆 行性 腎 孟 造影
では 左 腎 の中 央 外側 の腫 瘍 陰影 に よ り,中 下 腎 杯 は下
方 へ 押 し下 げ ら れ,ま た 腫瘍 の 中央 部 に は直 径 約5
cmの 輪 状 の石 灰 化像 が認 め られ た(Fig.1).なお膀
胱 鏡 に て異 常 所見 は認 め られ なか った.CTで は,左
腎に 比較 的 厚 い 隔壁 を持 つ 多房 性 嚢胞 性 の腫 瘍 が 認め
られ,一 部隔 壁 の輪 状 の石 灰 化 も 伴 って い た(rig.
2).USで も大 小 不 同 の 多 数 の 嚢胞 が 確 認 さ れた
(Fig.3).AGの動 脈 相 では 腎動 脈 が嚢 胞 に よって圧
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られ た(Fig.7).以上 よ り最 終 病 理 診 断 はcysticty-
Pe,clearcellsubtypeの腎細 胞癌 で,grade1,pT2,
pVO,pNO,pMOと判 定 された.
術 後 経 過:術 後 は順 調 に経 過 し,7月20日 よ りad-
juvant療法 と して,α イ ソタ ー フェ ロンの連 日300万
単位 筋 注 を開 始 した.副 作 用 は全 く認 め られ ず9月9
日退 院 とな った.外 来 通院 で は 同剤 を 同量,2～3回
/週の頻 度 で 使用 し,術 後4ヵ 月 の現 在,再 発,転 移
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